
　

歯
周
病
の
治
療
で
は
、
歯
周
基
本
治
療
と
い
う
口
腔

清
掃
指
導
や
歯
石
除
去
な
ど
口
の
中
の
清
掃
を
は
じ
め

に
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
重
症
な
歯
周
病
で
は
歯
周
基

本
治
療
だ
け
で
は
歯
周
病
は
改
善
し
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

歯
肉
の
手
術
（
歯
周
外
科
治
療
）を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

歯
周
外
科
治
療
の
最
終
的
な
目
的
は
歯
周
病
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
た
歯
周
組
織
を
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
症
例
で
破
壊
さ
れ
た
歯
周
組

織
を
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、

い
く
つ
か
の
歯
周
外
科
治
療
を
症
例
に
応
じ
て
使
い
分

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
歯
周
外
科
治
療
は
目
的
に
応
じ
て
⑴
切
除
療

法
、
⑵
組
織
付
着
療
法
、
⑶
歯
周
組
織
再
生
療
法
、
⑷

歯
周
形
成
手
術
の
４
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
形
成
し
て
い
る
歯
肉
を
手
術
に

よ
っ
て
切
除
し
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
浅
く
す
る
手
術
で

す
。

　

歯
周
外
科
治
療
の
理
想
的
な
治
癒
は
、
失
わ
れ
た
歯

周
組
織
を
完
全
に
元
に
戻
す
よ
う
再
生
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
現
在
の
治
療
法
で
は
す
べ
て
の
症
例
で

再
生
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
患
者

さ
ん
と
十
分
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
取

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
例
に
応
じ
た
最
も
効
果
的
な
治
癒

が
望
め
る
手
術
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　歯周病は全身の病気と深い関わりがあるといわれています。日本歯周病学
会にご協力をいただき、歯周病についてのお話をうかがいます。
　第23回は「歯周外科治療（総論）」です。

本当は怖い「歯周病」　

歯周外科治療（総論）
第23回連載

歯周病予防のため、6か月に一度は歯科医院で
クリーニングをしましょう。

　

歯
肉
切
除
術
、
歯し

肉に
く

弁べ
ん

根こ
ん

尖せ
ん

側そ
く

移
動
術
が
あ
り
ま
す

が
術
後
の
歯
肉
が
下
が
り
や
す
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
内
に
残
っ
て
い
る
歯
周
病
の
原
因
菌

を
で
き
る
限
り
除
去
し
、
歯
肉
を
収
縮
さ
せ
、
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
を
浅
く
す
る
手
術
で
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
掻そ

う

爬は

術
、

新
付
着
術
（
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｐ
）や
歯
肉
剥
離
掻
爬
術
（
フ
ラ
ッ

プ
手
術
）（
図
１
）が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ッ
プ
手
術
は
歯
周
組
織
再
生
療
法
を
行
う
際
の

基
本
的
な
手
術
法
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
術
後

の
歯
肉
は
下
が
り
に
く
く
、
厳
密
な
口
腔
管
理
に
よ
っ

て
長
期
間
の
良
好
な
状
態
の
維
持
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

歯
周
病
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
歯
周
組
織
を
元
の
状

態
に
戻
す
、
再
生
を
目
的
と
し
た
最
新
の
手
術
法
で
す
。

歯
周
組
織
再
生
療
法
に
は
、歯
周
組
織
再
生
誘
導
法
（
Ｇ

Ｔ
Ｒ
法
）、
エ
ナ
メ
ル
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ン
パ
ク
質
（
エ

ム
ド
ゲ
イ
ン
R）を
応
用
し
た
方
法
、
線
維
芽
細
胞
増
殖

因
子
（
リ
グ
ロ
ス
R）を
応
用
し
た
方
法
（
図
2
）と
骨
移

植
術
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｔ
Ｒ
法
は
遮
断
膜
を
用
い
て
、
歯
周
組
織
を
再
生

さ
せ
る
手
術
法
で
す
。
手
術
手
技
が
煩
雑
で
困
難
で
あ

る
こ
と
や
膜
の
露
出
な
ど
の
副
作
用
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

エ
ム
ド
ゲ
イ
ン
Rを
応
用
し
た
方
法
は
、
幼
若
な
ブ

タ
の
歯
胚
よ
り
抽
出
・
精
製
し
た
エ
ナ
メ
ル
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
タ
ン
パ
ク
質
を
主
成
分
と
し
た
エ
ナ
メ
ル
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
用
い
た
手
術
法
で
す
。

　

リ
グ
ロ
ス
Rを
応
用
し
た
方
法
は
２
０
１
６
年
に
国

内
で
開
発
さ
れ
た
、
世
界
初
の
歯
周
組
織
再
生
剤
を
用

い
た
手
術
法
で
保
険
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
移
植
術
は
歯
周
病
に
よ
っ
て
欠
損
し
た
歯
槽
骨
を

骨
移
植
材
で
補
填
す
る
手
術
で
す
。
骨
移
植
材
に
は
自

家
骨
（
自
分
の
骨
）、
人
工
骨
な
ど
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

歯
周
病
に
よ
っ
て
で
き
た
歯
肉
の
隙
間
や
下
が
っ
た

歯
肉
の
審
美
回
復
や
口
の
中
に
歯
ブ
ラ
シ
が
入
れ
に
く

い
部
位
の
環
境
改
善
な
ど
を
目
的
と
す
る
手
術
法
で

す
。
歯
肉
移
植
術
、
有ゆ

う

茎け
い

弁べ
ん

歯
肉
移
動
術
や
歯
槽
堤
増

生
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
患
者
の
審
美
的
要
求
や
歯
周
治
療
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
か
ら
、
行
う
機
会
が
増
え
て
き
て
い

る
手
術
法
で
す
。

次
回
は「
再
生
療
法
」で
す
。
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図1 歯肉剥離掻爬術（フラップ手術）

図2 線維芽細胞増殖因子（リグロス®）を
応用した方法

は
じ
め
に

歯
周
外
科
治
療
の
種
類

切
除
療
法

⑴

歯
周
組
織
再
生
療
法

⑶

歯
周
形
成
手
術

⑷

組
織
付
着
療
法

⑵ま
と
め
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